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t o p i cs 

2020年度��聖句

「見よ、新しいことをわたしは行う。
今や、それは芽生えている」

vol. 48

施設実習授業（卒業生講演）

おもちゃで遊ぼう（はっぴぃ）

第２回基礎力リサーチ（アセスメントテスト）

保育内容「表現」

2 0 2 1 年 3 月

（イザヤ書43章19節）

分散登校の
授業等
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２
０
２
０
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
新
学
期

の
４
月
７
日
に
最
初
の
「
緊

急
事
態
宣
言
」
の
発
令
が
あ

り
、本
学
は
こ
れ
に
先
立
ち
、

４
月
１
日
～
５
月
31
日
ま
で

臨
時
休
講
に
し
ま
し
た
の

で
、
入
学
式
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
学

生
に
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
動
画
で
配
信
、
前
期
の

教
科
書
は
す
べ
て
無
償
で
提

供
、
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

６
月
か
ら
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
開
始
、
延
期
さ
れ
て

い
た
入
学
式
を
行
い
、
６
月

８
日
か
ら
１
年
生
、
２
年
生

と
も
に
分
散
登
校
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

前
期
は
対
面
授
業
８
回
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
７
回
、
合

計
15
回
の
授
業
を
実
施
し
、

授
業
の
不
足
日
数
分
等
は
、

文
部
科
学
省
の
指
示
に
従

い
、
学
内
で
の
補
習
を
不
足

日
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

分
散
登
校
開
始
か
ら
は
、

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
も
毎
週
月

曜
日
に
実
施
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
年
生
の
６
月
～
７

月
の
幼
稚
園
実
習
、
９
月
の

保
育
実
習
も
文
部
科
学
省
の

指
示
に
従
い
、
日
数
を
短
縮

し
、
不
足
分
は
学
内
の
補
習

授
業
で
補
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
さ
て
、
２
０
２
１
年
度
本

法
人
は
、建
学
の
精
神
に「
キ

リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
く
教

育
と
人
格
形
成
」、
ス
ク
ー

ル
モ
ッ
ト
ー
に
「
愛
と
奉

仕
」
を
掲
げ
、
乳
幼
児
か
ら

高
齢
者
に
い
た
る
、
私
た
ち

の
生
涯
に
必
要
な
、
保
育
・

福
祉
の
担
い
手
で
あ
り
質
の

高
い
保
育
者
で
あ
る
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
養

成
・
教
育
の
事
業
に
あ
た
り

ま
す
。
２
０
２
１
年
度
は
新

チ
ャ
プ
レ
ン
を
迎
え
、
前
理

事
長
の
重
点
構
想
に
あ
り
ま

し
た
、
建
学
の
精
神
を
事
業

の
柱
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

収
束
の
見
込
み
が
な
い
中
で

も
教
職
員
は
一
体
と
な
り
、

学
校
法
人
和
泉
短
期
大
学
寄

附
行
為
第
２
章
、「
福
音
主

義
基
督
教
の
信
仰
に
基
き
、

教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育

法
に
従
い
、
学
校
教
育
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
を

本
法
人
の
目
的
・
事
業
の
務

め
と
し
て
果
た
し
て
参
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
終
焉
が
予
測

で
き
な
い
今
日
、
地
域
密
着

型
の
短
期
大
学
と
し
て
現
場

と
の
関
係
を
大
切
に
し
な
が

ら
協
働
・
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上

に
大
学
と
地
域
の
保
育
園
、

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、

社
会
福
祉
施
設
等
と
の
連
携

を
強
化
し
て
、
２
０
２
１
年

度
も
前
年
度
の
経
験
を
活
か

し
、状
況
に
応
じ
て
、改
良
、

改
変
し
つ
つ
、
学
生
本
位
の

教
育
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
立
学
校
法
の
改
正
に
よ

り
、
２
０
２
０
年
度
制
定
の

第
２
次
中
期
計
画
15
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
立
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
込
め
な
い
中
で
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
を
切

り
拓
く
た
め
に
理
事
長
、
学

長
、
事
務
局
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
に
教
育
、研
究
、

地
域
貢
献
の
和
泉
短
期
大
学

の
基
本
的
使
命
を
着
実
に
果

た
し
て
参
り
ま
す
。

 
学
校
法
人
和
泉
短
期
大
学
２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

理
事
長　

伊
藤　

忠
彦
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還
暦
の
年
に
赴
任
し
て
5
年
。

「
あ
っ
と
い
う
間
だ
ろ
う
」
と
予

想
し
て
は
い
た
も
の
の
、
確
か
に

「
あ
っ
と
い
う
間
」
の
5
年
間
で

し
た
。
今
、
和
泉
短
期
大
学
で
の

仕
事
を
終
え
る
に
当
た
っ
て
、
心

に
あ
る
思
い
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ
目
、

最
も
て
こ
ず
っ
た
の
は
論
文
で
し

た
。
大
学 

― 

短
大
も
含
め
て 

― 

は
教
育
と
研
究
の
機
関
で
す
か

ら
、
わ
た
し
も
研
究
を
す
る
立
場

に
置
か
れ
た
訳
で
す
。
し
か
し
、

論
理
的
思
考
で
物
事
を
捉
え
る
タ

イ
プ
で
は
な
く
、
感
情
主
導
の
人

間
に
と
っ
て
論
文
が
求
め
る
「
論

理
的
に
理
路
整
然
と
」
文
章
を
書

く
こ
と
は
至
難
の
業
で
し
た
。「
な

ぜ
、
こ
ん
な
に
も
っ
た
い
ぶ
っ
た

言
い
方
を
す
る
の
か
…
」、「
も
っ

と
分
か
り
易
い
表
現
が
あ
る
だ
ろ

う
に
…
」
と
い
う
内
な
る
声
（
拒

否
反
応
）
と
戦
い
な
が
ら
、
1
年

に
1
本
か
2
本
の
論
文
を
仕
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
論
文
か

ら
解
放
さ
れ
る
と
思
う
と
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
が
、
論
文
が
強
い
ら

れ
た
か
ら
こ
そ
、学
び
を
続
け
た
、

そ
し
て
学
び
を
深
め
た
と
も
言
え

ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
5
年
間

の
「
研
究
」
の
時
に
感
謝
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
最
も
印
象
深
く
、
そ
の

た
め
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ふ
た
つ
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
和
泉
で
の
1
年
目
、
学

内
の
売
店
で
の
こ
と
で
し
た
。
わ

た
し
が
担
当
し
た
「
キ
リ
ス
ト
教

概
論
」
の
授
業
で
は
毎
回
短
く
祈

り
の
時
を
も
ち
ま
す
。
欠
席
者
を

覚
え
、
ま
た
学
生
か
ら
挙
げ
ら
れ

た
「
祈
り
の
課
題
」
を
祈
り
ま

す
。
売
店
で
会
っ
た
学
生
は
前

週
の
授
業
を
欠
席
し
て
い
ま
し

た
。
友
人
た
ち
が
発
熱
の
た
め
と

教
え
て
く
れ
た
の
で
、
元
気
に
な

る
よ
う
に
祈
っ
た
の
で
す
。
そ
の

学
生
は
、
友
人
た
ち
か
ら
「
キ
リ

ス
ト
教
概
論
」
で
祈
っ
た
と
聞
い

た
の
で
し
ょ
う
。
親
指
を
立
て

て
「
熱
、
下
が
っ
た
よ
、
チ
ャ
プ

レ
ン
！
ア
ー
メ
ン
」
と
言
っ
た
の

で
す
。
和
泉
に
入
学
し
て
く
る
1

年
生
の
約
73
％
が
宗
教
に
対
し

て
否
定
的
な
思
い
を
持
っ
て
い

ま
す 

― 

『
キ
リ
ス
ト
教
教
育
論
集　
第

27
号
』
２
０
１
９
年
3
月
号
に
実
践
報
告

と
し
て
掲
載 

― 

。「
キ
リ
ス
ト
教
概

論
」
で
学
ぶ
内
容
、
特
に
聖
書
の

物
語
は
非
現
実
的
で
、
何
だ
か
雲

を
掴
む
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、そ
の
授
業
か
ら
、

ま
た
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
か
ら
感
じ

る
独
特
の
雰
囲
気
が
和
泉
に
は
あ

る
の
で
す
。
そ
の
雰
囲
気
を
感
じ

取
る
感
性
に
お
い
て
和
泉
の
学
生

た
ち
は
、
と
て
も
優
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
雰
囲
気
を
作
っ

て
い
る
の
は
何
で
し
ょ
う
？
ひ
と

つ
は
教
職
員
が
学
生
の
た
め
に

祈
っ
て
い
る
、
学
生
た
ち
は
祈
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
そ

の
雰
囲
気
は
生
ま
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
保
育

を
学
べ
る
学
校
は
数
多
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
学
ぶ
者
が
祈
っ
て

も
ら
え
る
学
校
は
そ
う
多
く
は
な

い
の
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

そ
れ
は
、
実
習
巡
回
で
訪
れ
た
あ

る
幼
稚
園
で
の
こ
と
で
し
た
。
訪

問
で
の
第
一
段
階
は
名
刺
を
渡
し

な
が
ら
の
自
己
紹
介
で
す
。
特
に

「
チ
ャ
プ
レ
ン
」
と
は
何
か
、
ま

た
何
を
す
る
人
か
を
知
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
は
保
育

の
専
門
職
で
は
な
い
こ
と
を
宣
言

す
る
自・

己・

防・

衛・

で
も
あ
り
ま
す
。

「
チ
ャ
プ
レ
ン
と
は
、
学
校
付
牧

師
で
…
」
と
始
め
る
の
で
す
。
そ

の
日
、
わ
た
し
が
訪
問
し
た
幼
稚

園
で
も
ひ
と
通
り
の
挨
拶
を
終
え

る
と
、
す
ぐ
に
園
長
先
生
が
園
内

を
案
内
し
て
く
だ
さ
り
、そ
の
後
、

園
長
室
に
通
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
幼
稚
園
に
は
二
人
の
学

生
が
配
属
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

し
ば
ら
く
す
る
と
席
を
外
し
て
い

た
園
長
先
生
と
一
緒
に
二
人
の
実

習
生
が
園
長
室
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。 

ソ
フ
ァ
ー
に
座
る
な
り
、

一
人
の
学
生
が
「
こ
ち
ら
が
チ
ャ

プ
レ
ン
の
西
田
先
生
で
す
。
聖
書

を
教
え
る
人
で
、
お
祈
り
を
す
る

人
で
す
」
と
園
長
先
生
に
紹
介
し

始
め
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、
巡
回

に
来
る
教
師
は
保
育
の
先
生
で
は

な
く
、「
チ
ャ
プ
レ
ン
」
で
あ
り
、

「
チ
ャ
プ
レ
ン
」
と
は
聖
書
を
教

え
る
人
で
祈
る
人
で
あ
る
と
事
前

に
園
長
先
生
に
伝
え
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
二
人
の
実
習
生
か
ら
ひ

と
通
り
話
を
聞
き
終
え
、
暇
を
告

げ
よ
う
と
し
た
時
、一
人
が「
チ
ャ

プ
レ
ン
、
祈
っ
て
」
と
言
う
の
で

す
。
す
る
と
も
う
一
人
も
「
そ
う

し
て
く
だ
さ
い
」
と
同
調
し
た
か

と
思
う
と
、
園
長
先
生
ま
で
「
わ

た
し
も
ご
一
緒
し
て
よ
ろ
し
い
で

す
か
？
」
と
お
っ
し
ゃ
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
で
、
4
人
が

心
を
合
わ
せ
て
、
学
生
が
充
実
し

た
実
習
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
幼

稚
園
に
祝
福
が
あ
る
よ
う
に
と
祈

り
ま
し
た
。「
ア
ー
メ
ン
」
と
祈

り
を
閉
じ
た
後
、
園
長
先
生
が
ひ

と
言「
心
が
洗
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
う
い
う
学
校
で
学
べ
て
幸
せ
で

す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
チ
ャ
プ
レ
ン
は
祈
る
人
で
す
。

教
職
員
は
チ
ャ
プ
レ
ン
に
祈
り
を

合
わ
せ
る
人
た
ち
で
す
。
そ
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
「
祈
る

学
校
」
で
す
。「
祈
る
学
校
」
と

は
「
礼
拝
す
る
学
校
」
と
も
言
え

る
で
し
ょ
う
。
和
泉
が
学
生
た
ち

の
た
め
に
、
ま
た
学
生
た
ち
と
共

に
祈
る 

― 

礼
拝
す
る 

― 

学
校

で
あ
り
続
け
ま
す
よ
う
に
。
主
の

祝
福
を
！

 
祈
り
を
共
に
し
て

チ
ャ
プ
レ
ン（
教
授
）　

西
田
恵
一
郎
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　2021年２月12日（金）和泉短期大学会議室にて2020年度専攻科介護福祉専攻学生
の事例発表会を行いました。
　例年この発表会では施設関係者の方や青葉自治会の方をご招待しての開催でした
が、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止により、教職員と専攻科生のみで
の開催となりました。１年間の学びの集大成として一人ひとり実習で学んだ介護・
福祉課程の発表を行っています。さらにロールプレイでの発表もありました。
　この１年間一生懸命学んできたことを振り返り、実習中の学びや苦労、様々なこ
とを乗り越えて得た経験を余すことなく発表する学生の姿は、とても逞しく見えました。また今までの努力や頑張ってきた想いが込み
上げて、涙する学生の姿もありました。

2020年度 専攻科介護福祉専攻事例発表会

TOPICS

●クリスマスツリー奉献式
　2020年３月に第54回卒業生ならびに第10回専攻科修了生から高さ３メート
ルのクリスマスツリーが寄贈されました。
　３号館和泉クラーク・ホールの壇上に設置し、2020年11月16日（月）に「奉献
式」を行いました。
　𡈽橋正文事務局長の司会、西田恵一郎チャプレンの司式により、石井三枝子
オルガニストによる讃美歌演奏、聖書朗読、祈祷が行われ、佐藤守男学長から「今年は新型コロナウイルス感染症の影響で、卒
業式が挙行出来ませんでした。卒業生の皆さんに感謝し、このツリーは大切に使わせていただきます。」との言葉がありました。

●2020年度クリスマスツリー点火祭・アドベント礼拝
　救い主イエス・キリストのご降誕を祝うクリスマスを待つ４週間が今年は
2020年11月29日（日）から始まりました。
　今年度は、分散登校のため、2020年11月30日（月）・12月７日（月）の２週に
わたり、クリスマスツリー点火祭・アドベント礼拝が行われました。
　和泉クラーク・ホールで学生と教職員とが一堂に集まり、厳かな雰囲気の中、
聖書朗読、学生聖歌隊の讃美がホールに響きました。西田恵一郎チャプレンの

「『なぜ？』に対する答え」と題しての説教、祈りの後に、第54回卒業生ならびに第10回専攻科修了生から今年３月に寄贈され
た３mのクリスマスツリーに灯りがともされ、その瞬間、クリスマス（キリスト＋ミサ）―キリストの誕生を祝い、礼拝する―
の感動を皆で共有しました。礼拝後には、参加した１年生に、同窓会からのプレゼントが一つずつ渡されました。

●「クリスマスフェア」開催
　2020年12月７日（月）、９日（水）に、「クリスマスフェア」を開催しました。
　通常、年４回実施しているフェアですが、コロナウイルス感染症拡大防止へ
の配慮から、本年度は初めての開催となりました（通算24回目）。
　また、分散登校を実施中の為、多くの学生に参加して頂けるよう、２日間開
催しました。

イベント内容
　・100円ランチ…「クリスマスオムライス弁当」「カレーライス弁当」　　・キャンパスコンビニ　商品20％ OFF
　・飲料販売…ペットボトル飲料を半額（50円）で販売 ・お楽しみくじ

　コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、現在、学生食堂は営業を休止しており、クリスマス特別メニューの「お弁当」の
提供をしました。また、ペットボトル飲料も、キャンパスコンビニ内ではなく、より広いスペースを確保できる学生ホールで
販売しました。
　今後も、安心安全を第一に、イベントを実施して参ります。

●2020年度クリスマス礼拝
　和泉クラーク・ホールにおいて、2020年12月14日（月）・12月21日（月）の２
週にわたり、本学学生および教職員とともに、救い主イエス・キリストのご降
誕を祝うクリスマス礼拝が行われました。
　東京神学大学教授・日本基督教団成瀬が丘教会牧師 小泉健先生をお招きして

「神に栄光、人に平和」と題して説教をしていただきました。また、ハンドベルクワイアにより賛美が献げられました。
　お一人おひとりの心に、神様による平和と希望の光がともされますようにお祈りいたします。

クリスマスイベント

　2021年１月６日（水）和泉クラーク・ホールにおいて「教職員 新年礼拝」を行いました。
　伊藤理事長から「練達を目指して」と題して、苦難と忍耐の中で希望を持って生きる
ことが大切との新年の説教がありました。

新年礼拝
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２
１
年
１
月
21
日
）

　
主
に
よ
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す
。

■ 

お
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生
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島
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か
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２
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２
０
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９
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生
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十
時
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２
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現
在
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
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で
、
入
学

前
教
育
を
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し
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い
た
だ
き
、
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も
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し
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ま
す
。

　
入
学
前
教
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、
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を
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び
、
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生
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送
り
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と
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ま
し
た
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入
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取
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思
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す
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ま
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ボ
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と
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き
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気
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と
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実
し
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で
す
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講
し
て
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安
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な
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ま
し
た
。

　
今
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入
学
前
教
育
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ル
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で
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ロ
グ
ラ
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に
あ
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プ
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と
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の
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て
い
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た
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な
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思
い
ま
し
た
。

　
先
生
方
が
と
て
も
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に
説
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し
て
く
れ
た
こ
と
で
入
学
後
の
不
安
が
軽
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さ
れ
ま
し
た
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和
泉
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囲
気
が
と
て
も
あ
た
た
か
く
、
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が
し
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環
境
だ
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と
感
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ま
し
た
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授
業
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
す

ぐ
に
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に
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け
る
環
境
、
そ
し
て
先
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と
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く
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業
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ろ
ん
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。

　
和
泉
で
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2
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間
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よ
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い
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す
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、
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生
懸
命
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組
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す
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介
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友
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０
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学
生
支
援
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ニ
ッ
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非
常
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職
員
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２
０
２
１
年
２
月
３
日
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水
）

和
泉
短
期
大
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１
号
館
２
階
に

遠
隔
授
業
に
対
応
し
た
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ィ
ー
チ

ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ
が
完
成
し
、
開

所
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
多
く
の
大
学

等
が
リ
モ
ー
ト
授
業
中
心
で
、
一

度
も
大
学
構
内
に
入
る
こ
と
す
ら

許
さ
れ
な
い
状
況
の
中
、
和
泉
短

期
大
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、
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散
授
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と
し
て

対
面
授
業
、
ビ
デ
オ
配
信
型
授
業

やG
oogle C

lassroom

を
使
っ
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課
題
配
信
型
授
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に
加

え
、Zoom

を
使
用
し
た
ハ
イ
ブ
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ド
（
双
方
向
授
業
）

型
授
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
一
層
の
教
育
活
動IC

T

化
を

図
る
た
め
に
、文
部
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立
学
校
情
報
機
器
整
備
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遠

隔
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業
活
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業
）」
に
テ
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ー
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ン
グ
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請
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さ
れ
た
も
の
で
す
。

テ
ィ
ー
チ
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グ
・
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タ
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・ 
録
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４
Ｋ
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オ
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鮮
明
画
像
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配
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が

可
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ス
タ
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オ
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室
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修
（
防
音
用
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ン
、
吸
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材
等

設
置
）

・ 

三
脚
、
マ
イ
ク
、
ラ
イ
ト
、
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
等
の
設
置
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動
画
編
集
用
Ｐ
Ｃ
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
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ア
の
設
置

和
泉
短
期
大
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テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ス
タ
ジ
オ
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
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公共職業訓練 神奈川県委託訓練「専門人材育成コース」（保育士）

　授業や課題、そして家事、育児をし
ながら過ごしたこの２年間は、私に
とって、決して楽なことではありませ
んでした。しかし、ここで学んだこと
は、間違いなく私を大きく成長させて
くれたと感じています。この２年間で
学んだことを、これからの自分の人生
に活かしていけるように、これからも
頑張っていきたいと思います。このよ
うな学びの機会を与えてくださり、本
当にありがとうございました。

　訓練生は単位を落とすことが許され
ないため、無事に修了することができ
一安心しています。しかし、ここまで
これたのは１人では到底無理だったと
思います。支え合える仲間や、家族の
ように接していただいた先生のおかげ
で、辛いことや実習を乗り越えること
ができました。和泉での多くの人たち
との出会いは、私にとって何事にも代
え難い財産です。

和泉短期大学では2019年度から神奈川県の公共職業訓練
神奈川県委託訓練校に選定され、2021年３月に５名が訓
練を修了し保育者として本学を巣立っていきました。

2020年度　和泉短期大学「愛のいずみ基金奨学金」（給付型奨学金）のお願い
　学校法人和泉短期大学の原点であるララ物資の精神を引き継
ぐために本学教職員・法人関係者の方々からの寄付を中心とし
た本学独自の給付型奨学金基金を2018年度より設立しました。
　現在の社会・経済環境が甚だ厳しい状況にありますが本学独
自の愛のいずみ奨学金基金の趣旨をご理解のうえ、和泉短期大
学の学生の支援充実のため、一人でも多くの方々のご支援、ご
協力を賜りたくお願い申し上げます。
募金目標金額　　3,000,000円
募金募集期間　　2020年６月～2021年３月（第３期）
募金金額　　　　１口5,000円
払込方法　　　　郵便振替口座　
　　　　　　　　口座番号　00280-６-105705
　　　　　　　　口座名　　学校法人　和泉短期大学
　　　　　　　　　　　　　愛のいずみ基金奨学金

所得税・住民税の寄付控除
　本法人への募金（寄付金）につきましては、年間2,000円を超
える金額に対して、確定申告をすることにより所得税及び住民
税の寄付控除を受けることができます。

法人募金の場合
　法人からの募金（寄付金）につきましては、日本私立学校振
興・共済事業団を通じて、「受配者指定寄付金」として全額損金
算入することができます。
　詳しくは下記までご連絡ください。
問合せ先　　　　　　　　　　　　庶務ユニット（経理担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　042-754-1133

2020年度「教育環境充実資金募金」のお願い
　学校法人和泉短期大学は1956年４月東京都世田谷区中町に

「バット博士記念養成所」を開設し、同年５月「現任訓練講習
会」を開催したことに始まります。1960年、その現任訓練機
関が「玉川保母専門学院」となり、1965年に「和泉短期大
学」が設立され、2020年５月に学校法人和泉短期大学は創立
64年を迎えました。
　学校法人和泉短期大学を卒業された卒業生は19,415名の方々
の働きや努力と活躍により発展成長したものと深く感謝申し上
げる次第であります。
　和泉短期大学は、教育の充実を図り、学修環境整備、施設設
備の維持整備を目的に2020年度も「教育環境充実資金募金」
を行うことになりました。
　みなさまには出費多難な折とは存じますが、ご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
募金対象事業　１. ３号館空調設備チラー（２台）交換工事
　　　　　　　２. ３号館和泉クラーク・ホール外壁等防水工事
　　　　　　　３. その他教育環境改善費他

募金目標金額　　10,000,000円
募金募集期間　　2020年６月１日～2021年３月31日
募金金額　　　　１　個人　１口　 5,000円
　　　　　　　　２　法人　１口　10,000円　
所得税・住民税の寄付控除
　本法人への募金（寄付金）につきましては、年間2,000円を超
える金額に対して、確定申告をすることにより所得税及び住民
税の寄付控除を受けることができます。
法人募金の場合
　法人からの募金（寄付金）につきましては、日本私立学校振
興・共済事業団を通じて、「受配者指定寄付金」として全額損金
算入することができます。
　詳しくは下記までご連絡ください。
問合せ先　　　　　　　　　　　　庶務ユニット（経理担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　042-754-1133

寄付者一覧（敬称略）＜2020年12月１日～2021年２月15日＞
金成　泰宏／雑賀えり子／新田　恭平／沼田　　正／深町　正信／横川　剛毅／同窓会いずみ　　以上７件　220,000円

神奈川県委託訓練を修了して（第１期生）

寄付者一覧（敬称略）＜2020年12月１日～2021年２月15日＞
大谷　孝次／金成　泰宏／深町　和哉／深町　正信／松山由佳子／横川　剛毅　　以上６件　　130,000円

委託訓練生　 委託訓練生　


